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 本校初のＩＢ（国際バカロレア）生である 4 期生も今年から 5 年

次とな り 、 Ｉ Ｐ （ Inquiry Programme ） コースと Ｄ Ｐ （ Diploma 

Programme）コースに分かれてそれぞれ学習活動を展開するよ

うになりました。 

そのなかでもＩＰコースを選択した生徒は毎週水曜日５・６時間

目のコズモサイエンスの時間を使って本格的にＳＳＨの取り組み

を行うことになっています。今回は 5 年次のＳＳＨの取り組みにつ

いて説明したいと思います。 

5 年次はこの学習活動の中でグループを結成します。グルー

プが決まると、「グループの研究テーマ」を科学的・理科的な視

点を用いて決定していきます。研究テーマが決まると仲間と協力

して仮説を立て、それを実験し何度か試行錯誤を繰り返して、自

分たちの研究成果をまとめていくことになります。 

研究成果は当面、9 月 20 日（金）に予定されている「試行錯

誤・ＰＰ・ＳＳＨ発表会」が中間発表の場となり、ここで研究成果を

来場者に披露することになります。 

 生徒に５月８日（水）に示された進行手順は以下のようになって

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の活動計画 

月日 主な活動内容 

5 月 22 日（水）研究方針発表             

6 月 各研究チーム研究活動 

7・8 月 コズモキッズセミナー・中間発表準備 

9 月 20 日（金）試行錯誤・ＰＰ・ＳＳＨ発表会、25 日（水）コズモキッズセミナー 

10 月 2 日（水） 中間発表 

▲iPad を駆使して真剣討議中 

▲担当教諭にチェックしてもらっています 

〈これからの進行について〉 

①研究計画書の作成を行う。5/8（水）提出 

②チーム代表 1名は socrative の入力を行う 

③予算の提出について 

④方針発表に向けたスケジュールを iTunesU 等を使い確認

する 

⑤研究計画書の作業と合わせて方針発表の準備を行うこと 

⑥実験等の申請を行うときは理科ラウンジにおいてある物品

使用願を書くこと 

研究アドバイス 

①常に記録をつける（ジャーナル） 

②毎週水曜日を無駄にしない 

③アドバイスをもらいに行く 



 


